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熊
本
県
知
事
定
例
表
彰

●
永
年
勤
続
功
労
章
（
在
勤
25
年
）

第
9
分
団
第
4
班　
　

渡
邉　

明
雄

第
３
分
団
第
２
班　
　

山
田　

茂
男

熊
本
県
消
防
協
会
定
例
表
彰

●
功
績
章
（
在
勤
20
年
）

第
２
分
団
長　
　
　
　

佐
方　

勝
吉

第
４
分
団
長　
　
　
　

山
田　

直
助

第
７
分
団
長　
　
　
　

田
上　

和
彦

第
２
分
団
副
分
団
長　

吉
村　

勝
博

第
３
分
団
第
３
班
長　

阪
本　

幸
一

第
４
分
団
第
３
班
長　

村
本　

幸
正

第
１
分
団
第
２
班　
　

沖　
　

勝
久

第
１
分
団
第
５
班　
　

赤
星　
　

護

第
４
分
団
第
１
班　
　

山
下　

俊
暢

第
４
分
団
第
２
班　
　

島
田　

誠
也

第
４
分
団
第
３
班　
　

髙
本　

三
也

第
６
分
団
第
３
班　
　

坂
本　

直
行

第
６
分
団
第
６
班　
　

鶴
野　

修
一

熊
本
県
消
防
協
会
定
例
表
彰

●
勤
績
章
（
在
勤
15
年
）

第
４
分
団
第
１
班
長　

藤
田　

篤
嗣

第
６
分
団
第
２
班
長　

麻
井　

誠
治

第
７
分
団
第
１
班
長　

成
瀬　

隆
治

第
１
分
団
第
１
班　
　

山
田　

雅
美

第
２
分
団
第
３
班　
　

上
田　

和
秀

第
４
分
団
第
３
班　
　

嶋
村　

星
志

第
４
分
団
第
３
班　
　

岩
田　

一
成

第
４
分
団
第
３
班　
　

石
坂　

正
邦

第
６
分
団
第
２
班　
　

坂
田　
　

充

第
８
分
団
第
１
班　
　

福
永　

賀
友

第
８
分
団
第
３
班　
　

福
田　

拓
馬

平
成
26
年
御
船
町
消
防
団
（
石

坂
浩
秋
団
長
、
４
０
１
人
）
出
初

式
は
１
月
５
日
、
御
船
橋
下
河
川

敷
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
に

は
、
法
被
に
袖
を
と
お
し
た
団
員

２
９
０
人
が
集
結
し
ま
し
た
。

式
で
は
、山
本
孝
二
町
長
が「
団

員
に
は
、
消
防
精
神
の
高
揚
に
努

め
、
消
防
・
防
災
体
制
の
充
実
を

図
り
、
町
民
の
幸
せ
と
郷
土
の
繁

栄
の
た
め
に
精
進
し
て
く
だ
さ

い
」
と
式
辞
。
石
坂
浩
秋
団
長
は

「
消
防
団
に
対
す
る
町
民
の
期
待

は
年
々
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
そ

の
期
待
に
応
え
る
よ
う
、
日
々
訓

練
を
し
、
知
識
面
で
も
技
術
面
で

も
さ
ら
に
向
上
を
目
指
し
、
こ
れ

か
ら
も
、
地
域
住
民
の
安
心
安
全

の
た
め
、
心
を
一
つ
に
し
、
一
致

団
結
し
て
邁
進
し
て
く
だ
さ
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

続
く
表
彰
で
は
、
県
知
事
や
県

消
防
協
会
長
か
ら
消
防
団
員
30
人

へ
、
町
か
ら
無
火
災
の
分
団
と
班

に
、
賞
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
観

閲
で
は
、
山
本
町
長
と
石
坂
団
長

が
分
団
ご
と
に
規
律
と
士
気
を
確

認
し
ま
し
た
。
式
終
了
後
、
団
員

は
防
火
衣
を
身
に
ま
と
い
、「
放

水
始
め
」
の
合
図
で
全
31
台
の
積

載
車
と
上
益
城
消
防
署
の
ポ
ン
プ

車
が
一
斉
に
放
水
を
開
始
。
御
船

川
に
32
本
の
き
れ
い
な
ア
ー
チ
が

描
か
れ
ま
し
た
。

第
８
分
団
第
３
班　

近
藤　

正
巳

第
８
分
団
第
４
班　

畑
田　
　

修

第
９
分
団
第
１
班　

杉
本　

栄
治

第
９
分
団
第
１
班　

川
地　

祐
一

年
間
分
団
無
火
災
表
彰

●
８
年
間　

第
２
分
団

●
２
年
間　

第
４
分
団

　
　
　
　
　

第
９
分
団

●
１
年
間　

第
５
分
団

　
　
　
　
　

第
６
分
団

永
年
無
火
災
班
表
彰

●
10
年
間　

第
６
分
団
３
班

消防団出初め式

消防団員・音楽隊員を募集しています。
消防団員は、火災、地震、台風などから町民の生命、

身体、財産を守ります。18歳以上で町内に住んでいる人、
活動が可能であれば、町外から入団もできます。
また、御船町消防音楽隊（井芹寿郎隊長）でも、18
歳～65歳の人（経験は問いません）で、消防団行事や
地域イベントなどで活動できる人を募集しています。

問総務課　地域・防災係　☎２８２－１１１１

１
８
１
人
が
大
人
の
仲
間
入
り

１
月
12
日
、
平
成
26
年
御
船
町

成
人
式
が
御
船
町
カ
ル
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
１
４
３
人

の
新
成
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
今

年
の
新
成
人
は
、
平
成
５
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
６
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
１
８
１
人
（
男
性
83
人
、

女
性
98
人
）
が
対
象
で
す
。

式
典
で
は
、
新
成
人
の
田
中
栄

人
さ
ん
、
髙
田
尚
弥
さ
ん
の
２
人

が
司
会
を
つ
と
め
ま
し
た
。
山
本

孝
二
町
長
が
「
皆
さ
ん
に
は
何
も

の
に
も
変
え
が
た
い
尊
い
未
来
が

あ
り
ま
す
。
ど
う
か
今
日
の
成
人

の
日
を
契
機
と
し
て
、
こ
れ
か
ら

の
人
生
に
誇
り
と
責
任
を
持
っ
て

大
い
に
前
進
し
、
明
日
の
社
会
を

築
く
原
動
力
と
な
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
挨
拶
を
述

べ
ま
し
た
。
続
い
て
、
山
本
町
長

か
ら
粟
戸
孝
治
さ
ん
に
成
人
の
記

念
品
と
し
て
写
真
冊
子
の
目
録
と

花
束
が
贈
ら
れ
、
緒
方
杏
亮
さ
ん

と
池
田
美
菜
さ
ん
が
新
成
人
の
誓

い
を
、
北
山
道
信
さ
ん
と
豊
田
あ

づ
み
さ
ん
が
交
通
安
全
宣
言
を
述

べ
ま
し
た
。
新
成
人
に
よ
る
意
見

発
表
で
は
、
本
田
千
夏
さ
ん
、
道

山
沙
紀
さ
ん
、
本
田
義
智
さ
ん
の

３
人
が
発
表
を
行
い
、
１
部
の
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

　

新
成
人
実
行
委
員
会
（
松
永
匡

史
実
行
委
員
長
）
が
10
月
か
ら
準

備
を
進
め
て
企
画
し
た
第
２
部
で

は
、
中
学
校
時
代
の
恩
師
３
人
が

サ
プ
ラ
イ
ズ
で
登
場
。
小
学
校
や

中
学
校
の
恩
師
か
ら
の
ビ
デ
オ
レ

タ
ー
や
小
、
中
学
生
時
代
の
写
真

の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
が
上
映
さ
れ

る
と
、
会
場
か
ら
大
き
な
歓
声
が

沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

3 2

【新成人実行委員会】
松永匡史さん（滝尾）、田中栄人さん（上野）、髙田尚弥さん（高木）、松本栞さん（御船）
山本明日香さん（御船）、林田宝子さん（木倉）、豊田あづみさん（御船）、村上綾菜さん（御船）
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歩
け
る
可
能
性
「
１
％
」

事
故
が
起
こ
っ
た
の
は
２
０
０
１
年
３
月
、

熊
本
に
来
て
10
年
目
の
こ
と
で
し
た
。
番
組
の

取
材
で
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
を
体
験
中
、
約
５

メ
ー
ト
ル
の
高
さ
か
ら
墜
落
、
第
３
腰
椎
を
粉

砕
骨
折
し
脊
髄
を
損
傷
し
ま
し
た
。
事
故
の
瞬

間
は
体
験
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う
な
音
や
感
覚

が
あ
り
、
救
急
車
で
病
院
に
向
か
っ
て
い
る
と

き
は
不
安
と
恐
怖
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

手
術
後
は
腰
か
ら
下
の
感
覚
が
全
く
な
く
、

医
師
か
ら
「
歩
け
る
よ
う
に
な
る
可
能
性
は

１
％
あ
る
か
な
い
か
」
と
言
わ
れ
、
歩
け
な
く

な
る
こ
と
を
覚
悟
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
医
師

の
「
諦
め
な
い
で
く
だ
さ
い
。
歩
け
る
よ
う
に

な
る
可
能
性
は
０
で
は
な
い
。
１
％
を
大
き
く

す
る
の
も
小
さ
く
す
る
の
も
あ
な
た
次
第
で

す
」
と
い
う
言
葉
の
お
か
げ
で
、
１
％
の
可
能

性
を
信
じ
て
諦
め
ず
に
向
き
合
お
う
と
決
意
し

ま
し
た
。
こ
の
言
葉
が
、
リ
ハ
ビ
リ
を
頑
張
る

た
め
の
精
神
的
な
土
台
を
つ
く
っ
て
く
れ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
現
実
は
一
人
で
ト
イ
レ
に
行
く
こ

と
も
寝
返
り
を
う
つ
こ
と
も
で
き
ず
、
一
晩
に

30
回
も
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
を
押
す
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
ん
な
自
分
が
情
け
な
く
な
り
、「
痛

い
」「
つ
ら
い
」
と
い
う
言
葉
し
か
出
ず
、
心
の

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ

の
記
憶
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
見
舞
い
に

来
て
く
れ
た
友
人
に
「
こ
ん
な
両
足
な
ら
事
故

で
無
く
な
れ
ば
良
か
っ
た
」
と
ま
で
言
っ
た
そ

う
で
す
。

相
手
の
言
葉
を
信
じ
る
こ
と
が
大
事

　

そ
ん
な
と
き
、
父
か
ら
電
話
で
「
痛
い
、
つ

ら
い
と
人
前
で
言
う
な
。
周
り
の
人
間
も
苦
し

い
し
、
つ
ら
い
ん
だ
」
と
怒
鳴
ら
れ
、
つ
ら
い

の
は
自
分
だ
け
で
は
な
い
と
気
付
か
さ
れ
、
も

う
二
度
と
弱
音
を
吐
か
な
い
と
誓
い
ま
し
た
。

優
し
い
言
葉
を
か
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
本
気

で
怒
っ
て
く
れ
た
こ
と
は
、
そ
こ
に
強
い
絆
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

家
族
だ
け
で
な
く
、
毎
日
多
く
の
友
人
も
見

舞
い
に
来
て
励
ま
し
て
く
れ
ま
し
た
。
事
故
に

遭
う
ま
で
、「
頑
張
れ
」
と
い
う
言
葉
を
頑
張
っ

て
い
る
人
に
言
う
の
は
お
か
し
い
と
思
い
、
使

う
の
を
避
け
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
友
人
た

ち
は
「
頑
張
れ
」
の
言
葉
と
共
に
、「
神
様
は

乗
り
越
え
ら
れ
な
い
試
練
を
人
に
は
与
え
な

い
」
と
い
う
言
葉
を
か
け
て
く
れ
、
う
れ
し
く

思
い
ま
し
た
。
自
分
が
言
わ
れ
る
立
場
に
な
っ

て
初
め
て
、
気
持
ち
が
こ
も
っ
た
言
葉
は
相
手

に
伝
わ
る
の
だ
と
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
心
の

バ
ラ
ン
ス
が
不
安
定
な
と
き
ほ
ど
、
人
を
信
頼

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。し
か
し
、

ど
ん
な
こ
と
で
も
話
し
合
う
こ
と
で
不
安
が
解

消
さ
れ
、信
頼
関
係
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。大
切
な
こ
と
は
相
手
を
信
じ
、気
持
ち
を
込

め
て
伝
え
る
こ
と
で
す
。

「
事
故
を
受
け
て
失
っ
た
も
の
は
何
一
つ
な

い
」
今
は
そ
れ
を
確
信
し
て
い
ま
す
。
体
の
機

能
の
一
部
は
失
い
ま
し
た
が
、
逆
に
多
く
の
こ

と
を
得
ま
し
た
。
医
師
の
言
葉
、
父
の
厳
し
さ

の
内
に
あ
る
優
し
さ
、
友
人
か
ら
の
励
ま
し
。

１
％
の
奇
跡
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

周
り
の
支
え
や
言
葉
を
自
分
の
力
に
で
き
た
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
熊
本
が
大
好
き
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
番

組
や
講
演
な
ど
を
通
し
て
、
自
分
の
体
験
を
で

き
る
限
り
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
が
私
な
り
の
恩
返
し
で
あ
り
、
生
き
が
い
な

の
で
す
。

木村さんはインタビューの中で「相手
を信じることが大事」だと話しまし

た。私たちは多くの人とのつながりの中で
生きています。そして、人と人が信じ合う
ことでそこに絆が生まれ、さまざまな場面
で大きな支えとなってくれるはずです。
　この特集がつながりを見つめ直し、新た
な絆を生むきっかけになることを願ってい
ます。

信じることで生まれる絆熊 本 県 広 報 協 会
合  同 特  集

さ
ん

熊本県精神保健福祉センター

山口喜
き く お

久雄　所長

木
村 

和
也

◎Profi le
昭和44年東京都国立市生ま
れ。平成３年熊本放送（ＲＫ
Ｋ）入社。以後、アナウンサー
として活躍中。番組取材中に
事故に遭い、入院時の心の葛
藤を記した自身の日記『再起
可能』を書籍化。現在は精力
的に講演活動を展開し、自身
の体験を伝えている。

　

熊
本
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
は
、
現
在
、
自
殺
と
ひ
き
こ

も
り
の
対
策
を
強
化
し
て
い
ま

す
。
悩
ん
で
い
る
人
に
気
付
き
、

声
を
か
け
見
守
る
「
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
」の
養
成
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ひ
き
こ
も
り
、
う
つ
な
ど
の
症

状
の
多
く
は
サ
イ
ン
を
発
し
て
い

ま
す
が
、
周
囲
で
こ
れ
に
気
付
く

人
が
少
な
く
、
本
人
も
支
え
を
求

め
に
く
い
の
が
現
状
で
す
。
家
族

の
理
解
や
同
じ
境
遇
の
仲
間
、
安

心
し
て
話
せ
る
人
と
の
出
会
い
な

ど
、「
心
の
健
康
」
に
は
人
と
の

絆
が
大
切
で
す
。
ど
こ
か
へ
相
談

し
、
話
を
聞
い
て
も
ら
う
こ
と

で
、
次
の
一
歩
へ
踏
み
出
せ
る
の

で
す
。

Ｋ
ｉ
ｍ
ｕ
ｒ
ａ 

Ｋ
ａ
ｚ
ｕ
ｙ
ａ 

「
周
り
の
支
え
や
言
葉
を
自
分
の
力
に
」

信じることで生まれる絆
熊本県市町村広報担当者による合同特集

合 同
特 集

あなたは一人で悩みを抱えていませんか？大切な人がつらい思
いをして苦しんではいませんか？つらいときや、環境の変化が
あったとき、心のバランスを失ってしまうことも少なくありま
せん。そんなときこそ、大切なものがあるのではないでしょうか。

※平成24年度は熊本市に
「こころの健康センター」
が設置されたため、県との
合計数を表記。

【こころの健康相談】
熊本県精神保健福祉センター
☎ ０９６（３８６）１１６６22年度 23年度 24年度（※）

熊本県精神保健福祉センターなどに寄せられた相談件数

6,674件 6,407件

9,283件

崩
れ
や
す
い
心
の
バ
ラ
ン
ス

県
の
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
は
、「
心

の
健
康
」
や
「
う
つ
病
」
に
関
す
る
相
談
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。「
う
つ
病
」
は
、
仕

事
や
環
境
の
変
化
な
ど
、
生
活
上
の
ス
ト
レ
ス

が
原
因
で
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。

う
つ
病
な
ど
の
「
心
の
病
」
は
決
し
て
人
ご

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
何
か
の
は
ず
み
で
あ
な

た
に
も
、
あ
な
た
の
大
切
な
人
に
も
か
か
り
う

る
病
な
の
で
す
。

ま
た
、
若
者
の
中
に
は
他
者
と
の
交
流
が
で

き
ず
、ひ
き
こ
も
り
状
態
に
な
る
人
も
い
ま
す
。

内
閣
府
の
調
査
（
平
成
22
年
）
に
よ
る
と
、
全

国
に
は
約
69
万
６
千
人
の
ひ
き
こ
も
り
の
人
が

い
る
と
さ
れ
て
お
り
、
県
で
は
現
在
約
９
千
人

の
若
者
が
、
そ
の
状
態
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
切
な
の
は
「
つ
な
が
り
」

心
の
バ
ラ
ン
ス
が
失
わ
れ
そ
う
な
と
き
に
大

切
な
も
の
、
そ
の
一
つ
が
人
と
の
「
つ
な
が
り
」

で
す
。
つ
な
が
り
が
あ
る
こ
と
で
、
あ
な
た
の

大
切
な
人
が
悩
ん
で
い
る
と
き
「
助
け
て
」
と

い
う
心
の
サ
イ
ン
に
気
付
き
、
声
を
か
け
て
、

話
を
聴
い
た
り
、
寄
り
添
っ
て
あ
げ
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
あ
れ
、
い
つ
も
と
違
う
な
」「
今
日
は
元
気

が
な
い
な
」、
そ
の
気
付
き
が
あ
な
た
や
あ
な

た
の
大
切
な
人
の
支
え
に
な
り
ま
す
。

あ
な
た
は
悩
ん
で
い
る
人
の
心
の
サ
イ
ン
を

見
落
と
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
悩
ん
で
い
る
人
は

も
う
一
度
周
り
を
見
渡
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
つ

な
が
り
は
、
私
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
に
き
っ

と
あ
る
は
ず
で
す
。
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「『
心
の
健
康
』
に
は
人
と
の

絆
が
大
切
で
す
」



役場ニュース 御船町役場へのご用件は直通電話が便利です

インターネットの普及を目的に、初心者・中級者向
けのパソコン教室を行います。今回の教室では、イン
ターネット初心者向けのインターネットの使い方や、
インターネットオークションについて２日間の講座で
学べます。この機会に、インターネットを始めてみま
せんか。

◆期　日　３月11日火・12日水
◆場　所　カルチャーセンターコンピューター室

町教育委員会では、児童・生徒がいる家庭で、経済
的な理由により学習に必要な費用が不足している人に
対して、費用の一部を援助する就学援助制度を設けて
います。認定にあたっては、世帯の収入状況や生活状
況から総合的に判断します。（世帯に所得を申告して
いない人がいる場合は認定できません）
この制度は毎年度申請が必要ですので、引き続き希
望する場合も必ず申請してください。
詳しくは、児童・生徒が通学している学校もしくは、
教育委員会学校教育課までご相談ください。

◆対象者
　生活保護を受けている人（要保護）および、それに
準ずる程度に生活困難と認められた人（準要保護）

◆援助の内容
　学用品費、給食費、修学旅行費、医療費（学校医検
診で治療の指示があったもの）など

◆コース　①インターネット初心者コース
②インターネットオークションコース

◆内容・時間
①初心者コース（13時30分～15時30分）
・インターネットの概要
・インターネットの閲覧 (地図、動画、SNS等）
・受講者が重点的に希望する内容
・インターネットの注意点

②オークションコース（19時30分～21時30分）
・インターネットオークションの概要
・ヤフーオークションID作成の方法

（メールアドレスをもっている人）
・落札から商品到着までの流れについて
・出品について
・インターネットオークションでの注意事項

（詐欺やトラブル対策）
◆定　員　各コース10人
◆参加料　無料（参加者はパソコンを持参）
◆申込方法　総務課電算係まで電話申込（先着順）

◆申請方法
４月からの援助を希望する場合は、通学している学
校または教育委員会に準備してある申請書に必要事項
を記入し、関係書類を添えて通学する学校へ提出して
ください。

◆年度途中からの申請
　年度途中からも受け付けていますが、援助の対象と
なるのは申請月の翌月からとなります。

◆提出期限　３月７日金（学校へ提出）
　※新入学児童の場合は、小学校入学式の日まで

【児童扶養手当】❶・❷
離婚や死亡などの理由による、ひとり親世帯を支
援する制度です。子どもを監護している父母また
は、父母に代わって子どもを養育している人が対象
です。

【特別児童扶養手当】❸・❹
在宅で生活し、特別な介護が必要な障害のある子
どもを養育している保護者を支援する制度です。
また、20歳未満の子どもを養育している父母に

代わって養育している人も対象になります。

【特別障害者手当】❺
重度の障害がある20歳以上の人で、日常生活でも
特別な介護が必要な人に手当が支給される制度です。

【障害児福祉手当】❻
重度の障害がある20歳未満の人で、日常生活でも
特別な介護が必要な人に手当が支給される制度です。

軽自動車税は毎年、４月１日現在の所有者や使用者
に対して課税されます。軽自動車税の対象車両には、
原動機付自転車、軽四輪や小型二輪などがあります。
そのため、
❶車両を所有や使用していない
❷車両を他人に譲った
❸車両を紛失した
❹車両が盗難にあった
❺住民票と車検証の住所が違う

上記の❶～❺に該当する
場合は、３月31日までに
各窓口で廃車や住所変更の
手続きを済ませてください。
手続きをしない場合、新
たに軽自動車税が課せられ
ます。

【福祉手当（経過措置分）】❼
昭和61年３月31日において20歳以上であり、
現に従来の福祉手当受給者で、特別障害者手当の支
給要件に該当せず、かつ障害基礎年金も支給されな
い人に手当が支給される制度です。

【手当支給額】
❶児童扶養手当（全部支給）　　　　　  41,140円
❷児童扶養手当（一部支給）  9,710円～ 41,130円  
❸特別児童扶養手当（１級）　　　　　  50,050円
❹特別児童扶養手当（２級）　　　　　  33,330円
❺特別障害者手当 　　　　　　　　　  26,080円
❻障害児福祉手当　　　　　　　 　　  14,180円
❼福祉手当（経過措置分） 　　　  　　  14,180円

手当の申請を希望される場合はご相談ください。

【車両別の窓口機関】
※車両に応じて手続き先が違います。事前に必要な種
類などをご確認ください。

◆役場税務課が窓口の車両　̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
☎２８２－１１１４

　・原動機付自転車（50～ 125cc以下）
　・三輪以上（50cc以下）
　・小型特殊（農耕用）

◆県軽自動車協会が窓口の車両　̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
☎３６９－７９２０

　・軽二輪（250cc未満）
　・軽三輪（50cc以下）
　・軽四輪（660cc以下）

◆九州運輸局熊本陸運支局が窓口の車両　̶̶̶̶̶̶
☎０５０－５５４０－２０８６

　・小型二輪（250cc以上）
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インターネットを始めてみませんか？
問総務課　電算係　☎２８２－１３９４

福祉手当には次のような手当があります
問❶～❷福祉課　児童福祉係　☎２８２－１３４６
❸～❼福祉課　社会福祉係　☎２８２－１３４２

軽自動車税の手続きは３月31日までです
問税務課　課税係　☎２８２－１１１４

就学援助制度のお知らせ
問学校教育課　☎２８２－０８８８



役場ニュース 御船町役場へのご用件は直通電話が便利です

御船町みんなでつくる町の基本条例素案検討委員会
（中村幸雄委員長）では「まちづくり」のルールを検
討してきました。まちづくりの要素である「人」「もの」
「情報」「金」を活用する方針とそれを支える制度につ
いて下記のような意見が出ています。
今後は、「地域のつながり（コミュニティ）」や「町
民参加」などを検討していきます。

木
倉
小
学
校
近
く
に

あ
る
、
門
前
川
目
鑑
橋

の
県
指
定
文
化
財
へ
の

指
定
申
請
の
た
め
、
明

治
か
ら
昭
和
初
期
の
古

写
真
を
探
し
て
い
ま
す
。

写
真
は
、
橋
の
補
修

の
際
の
参
考
に
使
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

全
体
が
入
っ
て
い
る
と

い
い
の
で
す
が
、
部
分

的
に
写
っ
て
い
る
も
の

で
も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

ご
提
供
い
た
だ
い
た

写
真
に
つ
い
て
は
、
複

製
を
取
ら
せ
て
い
た
だ

い
た
後
に
返
却
い
た
し

ま
す
。

町民の皆さまのご意見も随時募集しています。ご意
見がある方は、町までお寄せください。

hisho@town.mifune.lg.jp

１月12 日に「九州市町村合同公売会in熊本」が益
城町総合体育館で開催されました。
今回の公売会は、御船町が事務局として九州内の自

治体に呼びかけを行い企画しました。当日は、九州
内の45自治体から約600品の出品がありました。当
日は約800人が来場し、公売会全体での落札金額は
1,908,571円になりました。会場には「税の公平性
を保つ」ため、公売会の仕組みや納期内納税の周知コー
ナーを設けており、来場者からは、税の滞納処分（捜
索・差押等）について質問も多く寄せられました。
また、御船町では動産だけでなく、不動産（建物・

土地等）の公売も町独自で行っており、平成25年度
に差し押さえて公売した金額は約620万円になり、
全て税の未納分に充てられます。

【滞納額の推移】
平成21年度　約１億6100万円
平成22年度　約１億3600万円
平成23年度　約１億4200万円
平成24年度　約１億2800万円

平成25年度の税制改正により、国税延滞税が見直
され、町税の延滞金の率も合わせて改正されました。
改正により、平成26年１月１日以降に納期限を
過ぎた税にかかる延滞金の率は、下記のとおり引き
下げられました。

【公売会とは】
「公売」とは、町税等の滞納者から差し押さえた財
産を売却し、税の未納分に充てる手続きで、裁判所が
行う場合は「競売」などと呼ばれます。
会場で行う動産の公売会は、熊本が発祥といわれて

おり、全国でも行われています。最近では、インター
ネットを利用した公売も盛んに行なわれており、御船
町でも差押えた財産を出品しています。
今回のような大規模な会場形式・合同で公売を行う

メリットは、多くの集客を得られること、落札価格の
高揚、参加自治体の負担の軽減、効率的な周知活動が
期待できることなどがあります。来場者にとっても、
品数・種類が多く、公売物件を直接見ることができる
ため、より安心して入札、購入ができます。
御船町が開催・出品する場合などは、広報・回覧な

どでお知らせしておりますので、是非参加されてみて
ください。
また、税務課窓口では、近隣で行われている公売会

の情報も掲示しております。

納税の相談を受けています
税の納付についての相談がありましたら、税務課徴
収係までご相談ください。
また、毎週火曜日は19時30分まで相談と窓口納
付が可能です。

税の延滞金は、納期限までに納付された人との公
平性を図るために加算されます。納期限を過ぎると
延滞金の納付が必要になりますので、納期内納付を
お願いします。

特例基準割合とは・・・毎年、財務大臣が告示する割合に、年１％の割合を加算した割合です。

平成25年まで 平成26年１月１日以降 平成26年中の延滞金

納期限後１カ月以内の場合 年 4.3％ 特例基準割合 ＋ 1％ 2.9％

納期限後１カ月を過ぎた場合 年 14.6％ 特例基準割合 ＋ 7.3％ 9.2％

H21 H22 H23 H24
年

項目 方針（案） 制度（案）

人材育成 町は、町民の人材の育成に努める。 ・NPO・ボランティア養成講座
・リーダー育成講座・ファシリテーター研修

人材の活用 町は、まちづくりを進める上で、人材を有効
に活用できるよう努める。

・人材バンク制度・職員サポーター制度
・町政ボランティア登録制

情報提供と情報共有 町は、まちづくりに必要な情報を分かりやす
く町民に提供し、町民との情報共有を図る。

・まちづくり説明会及び意見交換会
・マニフェスト進捗説明及び意見交換会
・マニフェスト・行政評価制度
・町の予算書・決算書
・出前講座等のまちづくり勉強会制度
・ホームページやフェイスブック等の活用
・情報公開コーナー・統計データの公表
・情報公開条例・補助事業、助成事業の紹介
・掲示板の設置・事業斡旋所的なもの

連携と共働
町は、対等な立場で、町民、団体との連携・
協力を図るとともに、町民間、団体間の連携・
協力を図る。

・人材バンク制度・まちづくり課の設置
・まちづくり交流センター（仮称）の設置
・まちづくり発表・交流会

資金面の援助 町は、町民がまちづくりを進める上で必要な
資金獲得の支援に努める。

・公募型提案制度・施設使用料の減免手続き
・委託・指定管理者制度
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納期内納税をお願いします  九州市町村合同公売会 in 熊本が開催されました
問税務課　徴収係　☎２８２－１１１５

自治基本条例の素案を検討しています
問総務課　秘書係　☎２８２－１３９２

平成26年１月１日より延滞金の年率が引き下げられました





遠山　紀杏 さん北野　帆乃果 さんつち田　栞奈 さん

町内に勤務する先生に、子どもの頃の
思い出を話してもらうコーナーです。

このコーナーでは、皆さんからのお便りをお待ちしています。
どんなことでもかまいません。どしどしお送りください。広報クイズの答えもお忘れなく。

《あて先》 〒861 - 3296 御船町役場「おたより」係　※住所を書かなくても届きます。

《Eメールアドレス》　kanri@town.mifune.lg.jp
※匿名希望の場合は、氏名の横にその旨を明記してください。ペンネームでもかまいません。

イ
ラ
ス
ト
は

た
て
に
描
い
て
ね

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も
町
の
情
報

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
さ
て
、
以
前
よ
り
気

に
な
っ
て
い
た
事
で
す
が
、
近
所
で
犬
を
放
し
飼
い
さ
れ

て
い
る
所
が
あ
っ
て
、
お
と
な
し
い
犬
で
は
あ
る
よ
う
で

す
が
、
き
ち
ん
と
予
防
接
種
な
ど
さ
れ
て
い
る
の
か
疑
問

で
す
。
そ
も
そ
も
放
し
飼
い
す
る
事
が
ど
う
か
と
思
い
ま

す
が
、
困
っ
て
い
ま
す
。

（
辺
田
見
・
Ｆ
さ
ん
）

犬
の
放
し
飼
い
は「
熊
本
県
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
」で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
御
船
保

健
所
と
協
力
し
て
野
犬
の
捕
獲
や
放
し
飼
い
を
し
て
い
る

飼
い
主
へ
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
人
と
犬
が
よ
り
よ

く
生
活
し
て
い
け
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。
今
後
も
お

気
づ
き
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
御
船
保
健
所
ま
た
は
役

場
健
康
い
き
い
き
推
進
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
健
康
い
き
い
き
推
進
課
）

今
年
の
年
明
け
は
暖
か
く
て
お
だ
や
か
な
も
の
で
し

た
ね
。
初
詣
で
す
ご
か
っ
た
で
す
ね
。
石
段
の
下

か
ら
行
列
で
し
た
。
待
っ
て
い
る
間
に
周
り
の
人
と
も
仲

良
し
に
な
れ
て
、
お
祓
い
も
知
ら
な
い
人
と
並
ん
で
お
ご

そ
か
な
気
持
ち
で
受
け
ま
し
た
。
お
み
く
じ〝
大
吉
〞今

年
の
私
は
何
か
ち
が
う
私
に
な
れ
る
か
な
？

（
滝
尾
・
Ｍ
さ
ん
）

Ｍ
さ
ん
、
初
詣
で
に
行
か
れ
て
た
ん
で
す
ね
？
行
列
が

で
き
る
と
は
す
ご
い
で
す
ね
。
だ
け
ど
…
並
ん
で
い
る
間

に
参
拝
客
と
仲
良
く
な
る
と
は
素
敵
な
時
間
の
使
い
方
で

す
ね
。
お
み
く
じ
も〝
大
吉
〞今
年
は
良
い
年
に
な
り
そ

う
な
予
感
が
…
ハ
ガ
キ
を
読
ん
で
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。

（
広
報
係
）

「
広
報
み
ふ
ね
」
青
春
時
代
の
子
ど
も
の
頃
の
写

真
を
と
言
わ
れ
て
、古
い
ア
ル
バ
ム
を
開
き
ま
し
た
。

四
十
三
年
前
の
北
木
倉
に
あ
る
四
宮
神
社
で
の
初
詣

で
の
家
族
写
真
が
一
ペ
ー
ジ
目
に
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
頃
の
私
の
通
う
木
倉
小
学
校
は
木
造
校
舎

で
、
冬
に
な
る
と
廊
下
の
バ
ケ
ツ
の
水
が
凍
る
こ
と

も
あ
り
、
古
い
ド
ア
や
窓
ガ
ラ
ス
は
い
つ
も
ガ
タ
ガ

タ
と
音
が
し
て
い
ま
し
た
。
校
舎
の
東
側
に
給
食
室

が
あ
っ
て
、
そ
の
奥
に
プ
ー
ル
が
あ
り
ま
し
た
。
校

舎
の
西
側
に
は
遊
び
場
が
あ
り
、
ブ
ラ
ン
コ
や
シ
ー

ソ
ー
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
な
ど
の
遊
具
が
い
つ
も
人

気
で
し
た
。
南
側
に
広
が
る
運
動
場
で
は
、
鬼
ご
っ

こ
や
陣
取
り
、
か
く
れ
ん
ぼ
や
サ
ッ
カ
ー
、
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
な
ど
、
み
ん
な
で
遊
ん
で
い
た
こ
と
を
懐
か

し
く
思
い
出
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
六
年
元
旦
、
今
年
も
北
木
倉
の
四
宮
神

社
へ
家
族
で
初
詣
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

短 　

歌

二
年
ぶ
り
の
変
貌
は
ま
ず
白
髪
に
空
港
出
口
に
迎
え
し
兄
の

金
森　

英
子

ヘ
ル
パ
ー
は
つ
る
べ
落
と
し
に
帰
り
ゆ
く
老
い
は
見
送
る
瞼

ま
ぶ
たの

し
め
り

北
村
ヤ
ヨ
イ

満
月
を
寝
な
が
ら
拝
む
窓
越
し
に
今
宵
は
兎
と
夢
で
踊
ろ
か

平
野　

文
子

終
焉
の
紅も

み
じ葉

落
葉
を
巻
き
上
げ
て
大
型
ト
ラ
ッ
ク
国
道
走
る

藤
本　

京
子

姓
の
無
き
時
代
か
名
の
み
記
し
あ
り
百
年
古
り
し
地
区
の
祭
り
帳
に

正
宗
タ
ツ
子

秋
深
し
鎮
守
の
神
の
祭
り
ご
と
祝の

り

詞と

の
声
の
山
に
こ
だ
ま
す

山
本
志
満
子

被
災
地
は
雪
と
言
う
の
に
わ
が
里
は
小
春
日
和
に
寒
椿
咲
く

市
川　

結
子

俳 　

句　
　
　
　

御
船
春
菊
句
会　

水
野
つ
と
む
選

思
ひ
出
を
日
記
に
辿た

ど

る
年
の
夜　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
ケ
イ
子

新
し
き
山
門
く
ぐ
り
初は

っ

手ち
ょ
う
ず水　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

緒
方　

宣
子

片か
た
こ
と言

の
精
一
杯
の
御ぎ

ょ
け
い慶

か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

守
田　

律
子

旅
立
て
る
子
供
に
愛
を
込
め
て
屠
蘇　
　
　
　
　
　
　

丹
生　

則
子

誉
め
ら
れ
て
と
て
も
喜
ぶ
の
っ
ぺ
い
汁　
　
　
　
　
　

黒
田　

順
子

初
句
会
明
日
の
衣
を
整
へ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

緒
方　
　

栞

初
空
へ
な
ほ
も
伸
び
ゆ
く
銀
杏
か
な　
　
　
　
　
　
　

渡
辺　

澄
江

肥  

後  

狂  

句　
天
狗
会

引
っ
張
っ
て　

孫
が
止
め
よ
る
立
話　
　
　
　
　
　
　

増
永　

笑
和

早
す
ぎ
る　

聞
き
と
れ
ん
た
い
も
う
一
度　
　
　
　
　

鳥
井　
　

蘭

と
て
も
好
き　

毎
晩
呑
ん
で
昼
も
良
か　
　
　
　
　
　

河
地　

ゆ
き

立
板
に
水　

ど
こ
ま
で
ほ
ん
な
こ
つ
だ
ろ
か　
　
　
　

林
田　

実
花

波
高
し　

頑
固
親
父
に
ゃ
近
よ
れ
ん　
　
　
　
　
　
　

藤
本　

好
水

ほ
ん
に
上
手　

嫁
の
料
理
が
は
よ
う
れ
る　
　
　
　
　

吉
田　

楽
園

一  

般  

投  

稿

新
年
を
寿
き
祈
る
ひ
た
す
ら
に
世
界
の
平
和
笑
顔
の
手
に内

村　

孝
子

激
動
の
昭
和
を
生
き
て
平
成
の
平
和
に
生
き
て
吾
子
に
感
謝
す

松
岡　

文
江

夫
逝
ち
て
十
年
の
春
我
が
老
い
て
農
地
守
り
ゆ
く

宮
村
エ
ツ
子

13 12

まちへの
先生の 青春昔話

みんなの
C o m m u n i t y  M i f u n e

イラスト
コーナー

上
野
保
育
園　

喜き

く久
川か

わ　

照て
る

子こ　

給
食
員

（
御
船
町
木
倉
出
身
）

家
族
で
初
詣

▼8歳の頃、四宮神社へ初詣に行った時の家族写真



エリック先生の英会話 VOL.

※「ムゾラシカ」は御船弁で「かわいらしい」の
意味です。

ちょっぴり恥ずかしがり屋の
あきと。お姉ちゃん達に負け
ずがんばってね♡
（五郎お父さん　小代里お母さん）

山
やま

田
だ

煌
あき

士
と

くん（2歳）
滝尾（平成24年2月24日）

やんちゃな二男坊。かわいい
妹のお世話もがんばります♡
3歳おめでとう♡
（雄一郎お父さん　朋美お母さん）

山
やました

下竣
しゅんすけ

佑くん（3歳）
御船（平成23年2月8日）

お話しが上手になりました♡
これからたくさんおしゃべり
しようね♪
（大輔お父さん　彩お母さん）

原
はら

田
だ

陸
り く

玖くん（3歳）
小坂（平成23年2月17日）

「御船町の芸術文化を熊本に、そして世界へ」

本
ほん

田
だ

　千
ち

夏
なつ

 さん
（陣・20歳）

〝変身〟がマイブーム☆いつ
もみんなを楽しませてくれま
す^_^これからも兄妹仲良く
いっぱい遊んでね♡
（実お父さん　留利子お母さん）

配
はいとう

藤春
はる

誠
ま

くん（3歳）
小坂（平成23年2月8日）

チョットこましゃくれの2歳。
家では、やりたい放題！
でも、元気ならいいかな～♡
（利史お父さん　沙弥香お母さん）

川
かわばた

端希
き ほ

歩ちゃん（2歳）
滝尾（平成24年2月20日）

お誕生日おめでとう♡
これからもいっぱい遊んで
元気に育ってね！
（順也お父さん　美晴お母さん）

平
ひら

野
の

笑
え あ

愛ちゃん（2歳）
七滝（平成24年2月6日）

連載

か
わ
い
い
孫
と
一
緒
に
暮
ら
す

お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に

孫
の
話
を
し
て
も
ら
う
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

和訳例

問題をよく読んで、3つの答えの中から
正しいものを選び、ハガキに書いて送って
ください。正解者の中から抽選で10人に
図書カードをプレゼントします。

◉応募方法
ハガキに答え（例、①－Ａ）とあなたの住
所、氏名、年齢を書いて、〒861‒3296御船
町役場「広報クイズ」係まで郵送してくだ
さい。（コメントやイラストもお待ちし
ております）
◉締め切り
　平成26年２月28日金　（当日消印有効）
◉１月号の正解
　①－Ｃ
◉１月号の当選者
応募総数38通で全問正解者は36通でした。
抽選の結果、次の15人に図書カードを
お送りします。（敬称略）
宮村エツ子（田　代）／藤田　豊昭（高　木）
佐野　明美（豊　秋）／藤原　えみ（辺田見）
丸山　睦美（滝　尾）／永野　涼太（　陣　）
吉村　泰志（御　船）／北野有王衣（滝　尾）
有馬　利子（木　倉）／渕上　洋三（滝　川）
荒木リツ子（田　代）／何川　真亮（御　船）
歌野　巧大（滝　尾）／相良　沙織（滝　川）
迫口セイ子（高　木）

Many Americans think that Japan is a very high 
tech country. Some of the most important digital 
inventions are Japanese. Floppy disks, CDs, and 
DVDs were all created in Japan. These devices 
improved the way we watch movies and listen to 
music. Digital cameras, fl at screen TVs, camcorders, 
and pocket calculators are some other famous 
Japanese inventions. Even the world’s fi rst robot, 
karakuri ningyo, was made in Japan. Because of 
Japanese ingenuity, the world is more high tech.

69

「
御
船
町
の
芸
術
文
化
を
熊
本
に
、そ
し
て
世
界
へ
」。

こ
れ
が
私
の
人
生
最
大
の
夢
で
す
。
こ
こ
御
船
町
は
井

手
宣
通
、
浜
田
知
明
と
い
っ
た
有
名
人
を
は
じ
め
、
吉

無
田
水
源
、
天
然
藍
染
め
な
ど
素
晴
ら
し
い
文
化
で
溢

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
音
楽
・
美
術
・
書
道
が
学
べ
る

御
船
高
等
学
校
、
九
州
唯
一
の
音
楽
単
科
大
学　

平
成

音
楽
大
学
。
こ
れ
以
上
に
芸
術
文
化
に
携
わ
れ
る
町
は

な
い
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
素
晴

ら
し
さ
を
発
信
し
て
い
く
た
め
、
私
は
専
門
と
し
て
い

る
音
楽
の
勉
強
に
力
を
注
い
で
い
る
最
中
で
す
。「
音

楽
は
ど
こ
で
も
で
き
る
の
で
は
？
」
と
思
わ
れ
が
ち
で

す
が
、
緑
が
豊
か
で
空
気
が
澄
ん
で
い
る
。
耳
を
す
ま

せ
ば
小
鳥
の
さ
え
ず
り
、川
の
せ
せ
ら
ぎ
が
聞
こ
え
る
。

こ
の
自
然
に
恵
ま
れ
た
環
境
こ
そ
が
素
晴
ら
し
い
芸
術

文
化
の
土
台
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

日
本
一
の
芸
術
文
化
の
町
、
御
船
町
に
貢
献
で
き
る

よ
う
今
後
も
努
力
を
惜
し
み
な
く
続
け
、
近
い
将
来
、

近
隣
の
小
学
校
な
ど
で
オ
ペ
ラ
な
ど
を
披
露
で
き
る
と

良
い
な
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

保
育
園
か
ら
「
ば
あ
ち
ゃ
ん
き
ょ
う
の
ご
は
ん
な
に
？
」
と

元
気
に
帰
っ
て
く
る
の
は
、
一
緒
に
暮
ら
す
孫
の
葵
と
俊
太
。

夕
食
の
準
備
は
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
役
目
。
お
肉
が
大
好
き
で
「
お

か
わ
り
く
だ
さ
い
」
と
笑
顔
で
言
わ
れ
る
と
食
事
作
り
も
張
り

き
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
自
分
の
子
育
て
は
余
裕
も
な
く
慌
た
だ

し
く
過
ぎ
去
っ
た
け
れ
ど
、
孫
育
て
は
ゆ
っ
く
り
と
日
々
勉
強

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
近
く
に
住
む
崇
礼
・
優
・
亜

彩
の
三
兄
妹
。
孫
た
ち
が
通
う
保
育
園
や
小
学
校
の
運
動
会
や

発
表
会
に
は
応
援
に
行
き
、
孫
た
ち
の
成
長
を
楽
し
ん
で
み
て

い
ま
す
。
今
年
は
県
外
に
い
る
孫
・
日
菜
が
お
正
月
に
遊
び
に

来
ま
し
た
。
孫
が
全
員
そ
ろ
っ
て
、
と
て
も
賑
や
か
な
お
正
月

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
の
び
の

び
と
育
っ
て
く
れ
た
ら
、
じ
い
ち
ゃ
ん
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
そ
れ
が

一
番
幸
せ
で
す
。　
　
　
　
　
　

 

（
話
・
順
子
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
）

川か
わ

部べ　

將ま
さ
しさ

ん（
滝
川
・
70
歳
）・
順じ

ゅ
ん
こ子

さ
ん（
62
歳
）

那な

す須

葵あ
お
いち

ゃ
ん（
2
歳
）・
俊し

ゅ
ん
た太

く
ん（
1
歳
）

米よ
ね
む
ら村　

崇そ

ら礼
く
ん（
木
倉
・
11
歳
）・
優ゆ

う

ち
ゃ
ん（
9
歳
）

亜あ

さ彩
ち
ゃ
ん（
5
歳
）

水み
ず
し
ま嶋　

日ひ

菜な
の

ち
ゃ
ん（
10
歳
）

多くのアメリカ人は日本をハイテクな国だと
思っています。重要なデジタルの発明のいくつか
は日本のものです。フロッピーディスクやＣＤや
ＤＶＤは日本で作り出されました。これらの道具
は映画の見方と音楽の聞き方を進歩させました。
デジカメや薄型テレビやカムコーダー（ポータブ
ルビデオカメラ）や電卓も日本の有名な発明品で
す。世界初のロボット「からくり人形」も日本で
作られました。日本の創意のおかげで世界はさら
にハイテクになりました。

広報みふねが発行された回数は、２月
号で何回目だったでしょう？
Ａ－５５５回目
Ｂ－７７７回目
Ｃ－８８８回目

（ヒント・表紙）

問①
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ムゾラシカ
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わたしにとっての
日本一広報クイズ広報クイズ

問題

来月号は、3月にお誕生日を迎える満1歳から満3歳までの“みふねのアイドル”を先着10人で募集します。
掲載希望の人は、2月28日金までに役場2階総務課広報窓口で直接お申し込みください。（電話予約は不可）

Digital Japan
デジタル日本

42

平成音楽大学声楽コースに在学する本田さん

孫
全
員
集
合
‼



くらしの情報 G o o d  L i f e  I n f o r m a t i o n

Good Life Information

生活便利帳

▶役場（時間外・休日の直通）
☎282-1111

▶教育委員会
（カルチャーセンター）

☎282-0888
▶スポーツセンター

☎282-4111
▶恐竜博物館

☎282-4051
▶天君ダム

☎284-2057
▶御船町甲佐町衛生施設組合
（ゴミ焼却場）☎282-0688
▶吉無田高原「緑の村」

☎285-2210
▶浄水センター

☎282-7066
▶御船地区衛生施設組合
（し尿処理場）☎282-2970
▶社会福祉協議会

☎282-0785
▶上益城消防署

☎282-1955
▶御船警察署

☎282-1110
▶上益城地域振興局

☎282-2111
▶御船保健所

☎282-0016
▶御船町地域包括支援センター

☎282-2911
▶眺世庵

☎282-0806

※
女
性
は
18
歳
以
上

※
体
重
50
㎏
以
上
の
人
が
対
象

※
65
歳
以
上
の
人
は
、
60
〜
64
歳
の
間
に

献
血
さ
れ
た
人
に
限
り
ま
す
。

※
献
血
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
人
は
、
カ
ー

ド
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
献
血
カ
ー

ド
を
お
持
ち
で
な
い
場
合
は
、
受
付
時

に
本
人
確
認
を
行
い
ま
す
の
で
、
免
許

証
、
保
険
証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
問
い
合
わ
せ

役
場
健
康
い
き
い
き
推
進
課
健
康
推
進
係

☎
2
8
2
-1
6
0
2

募

集

「
種
イ
モ
市
」
へ
の
出
展
者
を
大
募
集

御
船
町
の
春
の
風
物
詩
「
種
イ
モ
市
」
へ

の
出
展
者
を
募
集
し
ま
す
。「
種
イ
モ
市
」

は
正
保
時
代（
１
６
４
４
年
―
１
６
４
８
年
）

か
ら
続
く
、
御
船
町
の
伝
統
市
で
す
。
種
イ

モ
を
主
役
に
、
野
菜
や
花
の
苗
な
ど
が
販
売

さ
れ
ま
す
。

▼
期
日
（
全
７
回
）

▽
４
月
１
日
火
・
５
日
土
・
10
日
木
・

15
日
火
・
20
日
日
・
25
日
金
・
30
日
水

▼
時
間　

７
時
〜
17
時

▼
場
所　

御
船
橋
下
河
川
敷

▼
出
品
販
売　

▽
種
イ
モ
▽
野
菜
▽
花

　
　
　
　
　
　

▽
果
物
▽
工
芸
品
―
な
ど

▼
区
間　

１
区
画
・
３
㍍
×
５
㍍

▼
出
店
料　

１
回
・
５
０
０
円

▼
募
集
期
限　

３
月
27
日
木

ま
す
。

ま
た
、
熊
本
地
方
法
務
局
玉
名
支
局
及
び

人
吉
支
局
で
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
カ
メ
ラ
を
利
用
し

て
、
会
社
・
法
人
登
記
に
関
す
る
相
談
を
法

人
登
記
部
門
に
配
置
し
た
専
門
の
相
談
員
が

受
け
て
い
ま
す
。

▼
会
社
・
法
人
登
記
に
関
す
る
相
談
の
予
約

▽
相
談
日
時　

９
時
〜
16
時
ま
で

　
　
　
　
（
土
曜
、
日
曜
及
び
祝
日
を
除
く
）

▽
申
し
込
み

熊
本
地
方
法
務
局
法
人
登
記
部
門

☎
3
6
4
-2
1
4
5

音
声
案
内
に
従
い
「
２
」↓「
２
」↓「
１
」

の
順
に
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
地
方
法
務
局
総
務
課

　

☎
3
6
4
-2
1
4
5

献
血
の
お
知
ら
せ

冬
場
は
風
邪
な
ど
で
体
調
を
崩
す
人
が
多

く
な
り
、
特
に
献
血
者
が
少
な
く
輸
血
用
血

液
が
不
足
し
ま
す
。
輸
血
を
必
要
と
す
る
患

者
を
守
る
た
め
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

御
船
町
で
は
、
４
０
０
ml
の
献
血
を
実
施

し
ま
す
。

▼
献
血
実
施
日　

２
月
25
日
火

▼
献
血
実
施
場
所
・
時
間

▽
御
船
町
役
場
１
階
ロ
ビ
ー

９
時
30
分
〜
12
時

▽
ホ
ー
ム
ワ
イ
ド
御
船
店
駐
車
場

13
時
30
分
〜
16
時

▼
献
血
で
き
る
人　

17
歳
〜
69
歳
の
人

jp無
料
法
律
相
談
を
行
い
ま
す

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
毎
月
第
３
水

曜
日
に
、
困
り
事
や
悩
み
事
の
法
律
相
談
を

無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
員
は
、
弁
護

士
、
人
権
擁
護
委
員
、
行
政
相
談
員
が
話
を

伺
い
ま
す
。
相
談
は
、
予
約
制
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
先
着
順
に
受
け
付
け
ま
す
。

▼
日
時　

３
月
19
日
水　

10
時
〜
14
時

▼
場
所　

町
社
会
福
祉
協
議
会「
ひ
ば
り
荘
」

▼
内
容

▽
民
事　

金
銭
の
貸
し
借
り
、
売
買
、
交
通

事
故
、
給
料
、
土
地
、
建
物
、
登

記
な
ど

▽
家
事　

離
婚
、
養
育
費
、
成
年
後
見
、
相

続
、
遺
産
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ

町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
2
8
2
-0
7
8
5

会
社
・
法
人
登
記
に
関
す
る
相
談
予
約
制

熊
本
地
方
法
務
局
で
は
、
会
社
・
法
人
登

記
に
関
す
る
相
談
の
予
約
制
を
導
入
し
て
い

で
こ
の
よ
う
な
家
畜
を
飼
養
さ
れ
て
い
る
場

合
は
、
役
場
農
業
振
興
課
ま
で
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
小
規
模
飼
養
者
と
は

▽
１
頭
以
下　

牛
、
水
牛
、
馬

▽
５
頭
以
下　

め
ん
羊
、
山
羊
、
豚
、
い
の

し
し
、
鹿

▽
10
羽
未
満　

だ
ち
ょ
う

▽
１
０
０
羽
未
満　

鶏
、
あ
ひ
る
、
あ
い
が

も
、
七
面
鳥
、
う
ず
ら
、
ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
、

き
じ
―
を
飼
養
す
る
人
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

役
場
農
業
振
興
課
農
林
企
画
係

 

☎
2
8
2
-1
6
0
7

死
亡
野
鳥
の
適
切
な
処
理
に
協
力
を

死
ん
で
い
る
野
鳥
は
発
見
し
た
ら
、
素
手

で
は
触
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
細
菌
や
寄
生

虫
を
持
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
野

鳥
は
、
餌
が
と
れ
ず
に
衰
弱
し
、
環
境
の
変

化
や
事
故
な
ど
が
原
因
で
死
ん
で
し
ま
い
ま

す
。
自
宅
周
辺
や
道
路
で
外
傷
の
あ
る
死
亡

野
鳥
を
見
つ
け
た
場
合
に
は
▼
町
指
定
の
燃

知
お

ら
せ

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
の
お
知
ら
せ

３
月
１
日
土
〜
７
日
金
ま
で
『
消
す
ま
で

は　

心
の
警
報　

Ｏ
Ｎ
の
ま
ま
』
を
全
国
防

火
標
語
と
し
て
、
春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災

が
発
生
し
や
す
い
時
期
で
す
。
火
の
取
り
扱

い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
期
間　

３
月
１
日
土
〜
７
日
金

▼
問
い
合
わ
せ

御
船
町
消
防
団

（
役
場
総
務
課
地
域
・
防
災
係
）

☎
2
8
2
-1
1
1
1

上
益
城
消
防
本
部

☎
2
8
2
-1
9
5
5

jp年
１
回　

飼
養
頭
数
の
報
告
を

家
畜
を
飼
養
し
て
い
る
人
は
、
家
畜
伝
染

病
予
防
法
の
規
定
に
よ
り
、
年
一
回
そ
の
飼

養
頭
羽
数
（
２
月
１
日
時
点
）
を
県
に
報
告

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
小
規
模
飼
養
者

え
る
ご
み
袋
に
入
れ
て
処
理
▼
埋
葬
処
理
―

の
い
ず
れ
か
で
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。
た

だ
し
、
同
じ
場
所
で
た
く
さ
ん
の
死
亡
野
鳥

が
い
た
ら
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
可
能
性

が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
役
場
農
業
振
興
課

ま
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

役
場
農
業
振
興
課
農
林
企
画
係

 

☎
2
8
2
-1
6
0
7

無
料
登
記
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

熊
本
地
方
法
務
局
が
、
偶
数
月
の
第
２
木

曜
日
に
、
無
料
の
登
記
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

３
月
13
日
木　

10
時
〜
16
時

（
※
12
時
〜
13
時
は
除
く
）

▼
場
所　

役
場
１
階
第
一
会
議
室

▼
内
容　

土
地
や
建
物
に
関
す
る
売
買
、
贈

与
や
相
続
な
ど
、
登
記
に
関
す
る
相
談

▼
問
い
合
わ
せ

熊
本
地
方
法
務
局
総
務
課
庶
務
係

☎
3
6
4
-2
1
4
5

17 16

区　　間 距 離 先頭通過
予定時間 対象走者

１ 区 御船高校前 1.4㌔ 10：00 小学生男子

２ 区 倉岡商店倉庫前 2.4㌔ 10：04 中学生男子

３ 区 旧リプラテック前 1.2㌔ 10：13 女子フリー

４ 区 甘木橋 1.2㌔ 10：16 50歳以上男子または
小学生女子

５ 区 下高野橋 2.6㌔ 10：19 フリー

６ 区 農道入口 2.4㌔ 10：27 フリー

７ 区 旧リプラテック前 2.4㌔ 10：34 フリー

８ 区 下高野橋 4.0㌔ 10：41 フリー

ゴール 御船高校前 10：52

問　町スポーツセンター　☎２８２－４１１１

今大会から、10区間を８区間に変更して行われる地区対抗駅
伝大会。地区の代表選手たちが、17.6㌔の御船路を一本の襷で
つなぎます。力走する選手へ沿道からあたたかい声援をお送り
ください。

第35回 御船町地区対抗駅伝大会

３/２日 10：00　御船高校前スタート

前回優勝の木倉地区



くらしの情報 G o o d  L i f e  I n f o r m a t i o n

の

窓
の

窓

相談曜日
火曜日（御船町）　☎282-1111（内線213）
水曜日（嘉島町）　☎237-1112
木曜日（甲佐町）　☎234-1111
金曜日（山都町）　☎0967-72-1229
相談時間
９時～16時（12時～13時は除く）

御船町では毎週火曜日に
役場２階で相談窓口を開設中です。

リ
ボ
ル
ビ
ン
グ
払
い
の
返
済
が

終
わ
ら
な
い
！

買
い
物
代
金
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
払

い
に
し
、
毎
月
5
0
0
0
円
を
リ
ボ
払

い
返
済
し
て
い
る
が
、
な
か
な
か
支
払
い
が

終
わ
ら
な
い
の
で
す
が
・・・
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
利
用
代
金
は
、

一
括
払
い
や
２
回
払
い
に
す
る
と
、
手

数
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
リ
ボ
払

い
は
、
利
用
残
高
に
応
じ
て
実
質
年
率
15
％

前
後
の
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

相
談
者
の
よ
う
に
、
毎
月
返
済
額
を
5
0

0
0
円
と
低
く
抑
え
た
ま
ま
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
で
気
軽
に
買
い
物
を
す
る
と
、
利
用

残
高
も
増
え
、
返
済
期
間
も
長
期
化
し
、
手

数
料
も
多
く
支
払
う
事
に
な
り
ま
す
。

安
易
に
リ
ボ
払
い
を
利
用
す
る
と
、
支
払

い
総
額
が
気
づ
か
な
い
う
ち
に
多
く
な
る
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。
余
裕
の
あ
る
時
に
返

済
月
額
の
増
額
や
繰
り
上
げ
返
済
、
ま
た
は

契
約
変
更
が
で
き
る
場
合
も
あ
る
の
で
、

カ
ー
ド
会
社
に
問
い
合
わ
せ
て
み
ま
し
ょ

う
。そ

し
て
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
借
金
で
あ
る
こ

と
を
認
識
し
、
収
入
に
見
合
っ
た
利
用
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
支
払
い
方
法
に
は

①
定
額
方
式（
毎
月
一
定
額
を
支
払
う
）

②
定
率
方
式（
毎
月
残
高
の
10
％
を
支
払
う

な
ど
）

③
残
高
ス
ラ
イ
ド
定
額
リ
ボ
ル
デ
ィ
ン
グ

方
式（
残
高
に
応
じ
て
返
済
額
が
変
更
す

る
）

最
近
は
③
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

カ
ー
ド
会
社
は
毎
月
手
数
料
収
入
が
見

込
め
る
リ
ボ
払
い
や
リ
ボ
専
用
カ
ー
ド
へ

の
誘
導
の
た
め
、
広
告
や
勧
誘
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
や
ポ

イ
ン
ト
付
加
、
年
会
費
無
料
な
ど
の
特
典

に
つ
ら
れ
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
何
社

も
加
入
し
、
リ
ボ
払
い
を
利
用
す
る
と
多

重
債
務
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
ま

す
。
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

悩
み
や
不
安
を
一
人
で
抱
え
る
事
無
く
、

困
っ
た
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

QA

☎
3
2
8
-3
5
1
1

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
加
入
者
募
集

平
成
26
年
度
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の
加
入

受
け
付
け
が
３
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
子
ど

も
会
や
運
動
ク
ラ
ブ
な
ど
、
団
体
活
動
を
行

う
５
人
以
上
か
ら
加
入
で
き
ま
す
。
主
な
保

険
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

通院
（日額）

1500円

1500円

1500円

1000円

入院
（日額）

4000円

4000円

4000円

1800円

年間
掛金

800円

800円

1850円

1000円

補償される団体活動

スポーツ、文化、
ボランティアの活動など

文化、ボランティア、応援、
準備、片付けの活動など

スポーツ、スポーツ指導の
活動

スポーツ活動

加入
対象

中学生
以 下

高校生
以 上

高校生
以 上

65 歳
以 上

▼
問
い
合
わ
せ

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
熊
本
県
支
部

☎
2
1
3
-9
0
1
5

寄

付

善
意
の
輪

▼
社
会
福
祉
協
議
会
へ

【
香
典
返
し
】

　

 

（
ご
芳
名
）　   　
（
住
所
）　
（
故
人
）

横
山　

一
美　

様
（
辺
田
見
）
井
島
ミ
ヨ
子
様

古
閑　

タ
ダ
子
様
（
上　

野
）
通
泰　

様

松
原　

信
美　

様
（
田　

代
）
忠　
　

様

宮
野　

ケ
イ
子
様
（
小　

坂
）
義
男　

様

野
村　

イ
ツ
子
様
（
上　

野
）
義
成　

様

吉
澤　

昌
江　

様
（
上　

野
）
洋
介　

様

緒
方　

龍
之　

様
（
滝　

川
）
龍
興　

様

増
岡　

ミ
ツ
子
様
（
高　

木
）
隆
範　

様

吉
永　

利
勝　

様
（
辺
田
見
）
美
栄　

様

古
閑　

敬
一　

様
（
上　

野
）
セ
イ
コ
様

池
田　

あ
つ
子
様
（
七　

滝
）
實　
　

様

𠮷
村　

進　
　

様
（
滝　

川
）
テ
ル
子
様

歌
野　

攻　
　

様
（
滝　

尾
）
ト
キ
エ
様

宮
田　

敏
次　

様
（
豊　

秋
）
謙
市　

様

清
﨑　

武
昭　

様
（
豊　

秋
）
マ
サ
子
様

浅
井　

久
敏　

様
（
田　

代
）
ア
キ
エ
様

坂
本　

勇
一　

様
（
田　

代
）
靜
夫　

様

吉
村　

冨
枝　

様
（
高　

木
）
秀
碓　

様

松
下　

イ
セ　

様
（
滝　

川
）
昭　
　

様

井
島　

一
敏　

様
（
辺
田
見
）
キ
ヨ
子
様

【
一
般
寄
付
】

山
川　

長
行　

様
（
滝　

川
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

種
イ
モ
市
保
存
会
（
町
商
工
会
内
）

☎
2
8
2
-0
3
2
2

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
募
集

林
野
庁
九
州
森
林
管
理
局
で
は
、
国
有
林

の
役
割
や
現
状
と
い
っ
た
情
報
発
信
や
、
国

有
林
を
「
国
民
の
森
林
」
と
し
て
管
理
経
営

し
て
い
く
た
め
の
意
見
を
集
め
る
た
め
「
国

有
林
管
理
モ
ニ
タ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。

▼
モ
ニ
タ
ー
の
活
動

①
森
林
・
林
業
、
国
有
林
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
へ
の
回
答

②
森
林
・
林
業
、
国
有
林
に
関
す
る
意
見

や
提
言
の
報
告
な
ど

③
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出
席

　
（
年
１
〜
２
回
程
度
、
希
望
者
の
み
）

▼
応
募
資
格

20
歳
以
上
で
、
九
州
・
沖
縄
８
県
居
住
者

※
国
会
・
地
方
議
員
、
地
方
公
共
団
体
の

長
と
国
家
公
務
員
は
除
く

▼
応
募
方
法

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
性
別
、
生
年
月
日
、

年
齢
、
職
業
、
住
所
、
郵
便
番
号
、
電
話

番
号
、メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
記
入
の
う
え
、

郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申

し
込
み

▼
募
集
期
限

２
月
28
日
金
（
当
日
消
印
有
効
）

※
選
考
結
果
は
、
３
月
下
旬
頃
に
依
頼
状

の
発
送
を
も
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

九
州
森
林
管
理
局　

企
画
調
整
課

広報みふねに広告を掲載しませんか？広報みふねに広告を掲載しませんか？
広告掲載料は１枠、１月１万円（町外２万円）広告掲載料は１枠、１月１万円（町外２万円）

問　役場総務課管理係
☎２８２－１１１１（内線２１５・２１６）
問　役場総務課管理係
☎２８２－１１１１（内線２１５・２１６）

横176㎜横176㎜
縦55㎜縦55㎜

広　告

ゲスト　大村　友樹（フルーティスト）

参加団体（７団体）　
御船町民コーラス「アーベント・レーテ」
御船トーンチャイムクラブ
御船童謡教室「ほほえみ」　　　　　  
コーラス・カトレア　　　　　　
御船町消防音楽隊
益城町女声合唱団ブリランテ・ましき
合唱団「虹の橋」 問　町カルチャーセンター　☎282－0888

３/９日　13:30　開演
入場無料

19 18

第17回
御船町カルチャーセンター

音楽祭







○○○


